「The Arcturian Heresy」

　「Arcturianの異端信仰――地底の王、国王擁立者Ysmir――」

　著者：不明

　Wulfharthは、彼の神が滅ぼされて、自身の姿を保っておくことは困難であることに気づいた。彼はRed Mountainを覚束ない足取りで後にすると、彼方の戦場へと赴いた。世界は鳴動しており、Morrowind全土は焔から成っていた。一陣の強風が沸き起こって、彼の遺灰をSkyrimに向けて吹き戻していった。
　それから、Wulfharthは〔Skyrimを故郷とする〕Nordたちを選んで、そして、Nordたちから選ばれた。Kyneの嵐〔Storm of Kyne〕、〈灰色の風〉〔Grey Wind〕のYsmir。しかし、Lorkhanを通じて、彼は本来の出自を失った。彼がNordたちに欲する全てはTribunalの殺害であった。彼は一陣の嵐を生み出して、それでもって自身の人々を送り込んだけれど、Tribunalの軍勢によって追い返されてしまった。もはや、Dunmerは強大になり過ぎていたのである。自身の体を新たに強化・改良するために、Wulfharthは地底に潜伏して待機した。極めて奇妙であることに、Almalexiaは彼の休息を妨害して、Akavirの悪魔であるAda'Soom Dir-Kamalに対して戦うために、その〈地底の王〉をTribunalと共闘するように召還した。Ada'Soomが打ち倒された後にWulfharthは姿を消して、３００年間、戻ってくることは無かった。
　〈灰髭たち〉〔Greybeards〕の不満の声が彼を目覚めさせた。帝国は衰退の途を辿っていたが、それを選ばれし者〔chosen one〕が復興させるという噂が囁かれていた。その新しい皇帝はElfたちを打ち破って、統一されたTamrielを支配するだろう。当然ながら、自分こそが、その予言の当人であるとWulfharthは考えた。〈灰髭たち〉の話を聞くために、そのまま彼はHigh Hrothgarに赴いた。彼らが語ると、Ysmirは再び灰に損なわれてしまった。彼は選ばれし者ではなかったのだ。それは、High Rock出身の戦士の若者であった。その少年を〈灰色の風〉が見つけに行こうとして、彼は〈灰髭たち〉の警告を聞いた。「Wulfharth王よ、背信の色を忘れてはならない」
　Western Reachは戦乱に包まれていた。Cyrodiil西方の Falkreathの国王であるCuhlecainは苦境に立たされていた。Colovian地方を統一するという企図のためには、Nordと Reachmanが何世紀にも亘って対立を続けている、北方の国境を沈静化させる必要が在った。彼は〈Old Hrol'danの戦〉〔Battle of Old Hrol'dan〕にてSkyrimと同盟を組んだ。彼の軍勢の指導者は〈早髭〉〔Early-Beard〕のHjaltiであった。HjaltiはHigh Rockの島国であるAlcaire王国の出身であり、Tamriel帝国の初代皇帝Tiber Septimになる人物であった。
　Hjaltiは優れた戦術家であり、Colovianの騎兵とNordの狂戦士から構成される小さな一隊はReachmanたちの防御線を打ち破り、彼らをOld Hrol'dan門へと追い返した。HjaltiはFalkreathからの増援を期待できなかったので、〔Old Hrol'dan門に対する〕包囲戦は不可能に思われた。その夜、一陣の嵐がHjaltiの野営地を訪れた。その嵐はHjaltiのテントの中で彼と言葉を交わした。夜明けになって、Hjaltiが門に向かうと、その嵐は彼の頭上を付いてきた。彼の周囲に吹き荒れる風は矢を通さなかった。HjaltiはOld Hrol'dan門の壁に向けてトキの声を上げて、そして、彼の軍勢が門の中に雪崩れこんでいった。その勝利の後に、NordたちはHjaltiをTalosあるいは〈嵐の王冠〉〔Stormcrown〕と呼ぶようになった。
　Cuhlecainは、その新しい無敵の将軍と共に、１年の間にCyrodiil西方を統一してしまった。Hjaltiの嵐に立ち向かえる敵は存在しなかったのだ。HjaltiがTamrielの皇帝になったら、まずHeartland東方を攻略せねばならないことを〈地底の王〉は知っていた。Hjaltiは、CuhlecainとWulfharthの２人を手駒にした。外国人が不審の目で見られるColovian地方では、彼にはCuhlecainが必要であったのだ。彼がYsmirを必要とした理由は明白であった。一行が東方に進軍すると、彼らの軍勢の前に戦闘魔術師たちは降伏して、Citadelは手中に収められた。Cuhlecainが王冠を戴く前に、Hjaltiは彼と派遣隊の忠臣たちを秘密裏に殺害してしまった。これらの暗殺はCuhlecainの敵の仕業、政治的理由から、まさにWestern Reachの仕業であるとして非難された。そして、〈偉大なる戦闘魔術師〉〔Grand Battlemage〕のZurin Arctus（〈地底の王〉ではない）の手によって、Cyrodiil全土を支配する新皇帝Tiber SeptimとしてHjaltiは冠を授けられた。帝位を獲得してから、充分に統一されたCyrodiilを始めて統治するということは、それは時間を要する課題であることにSeptimは気づかされた。帝国を拡大するために、彼は〈地底の王〉をSkyrim とHigh Rockに派遣した。Ysmirは、あたかもTiber Septimが一時に異なった場所に居ると思われる程に心を砕いて、舞台裏で働いていた。この冷静なる政治家と外交官としての期間、この突然の沈黙の期間は、勇猛果敢なるタロシアン・コンクェスト〔Talosによる征服〕の物語の中では今まで知られていない部分であり、後代になって取り除かれたものである（暗殺の物語には尾ひれが付いて、今では、Talos自身の喉が裂かれたとする説が一般的である）。
　Hammerfellまでも人間の王国は征服されることになったが、その攻略は困難な課題であると考えられていた。〈地底の王〉は徹底的侵略を欲しており、彼自身が異国の風の精霊たちと戦う機会を欲していたが、その彼をTiber Septimは論駁した。Tiber Septimには、彼の支配を正当化してくれるように思われる更に優れた計画案が既に在った。つまり、Cyrodiilは〔諸外国に於ける〕内戦の劣勢を支援することによって、彼らに受け入れられていったのである。ついに、帝国の目はElfたちに転じられることになった。
　〈地底の王〉はTiber Septimに対して、Morrowind征服の必要性を強調しつづけた。皇帝は、それが賢明な策であることに確信を抱けなかった。彼はTribunalの力を聞き及んでいたからだ。復讐を欲する〈地底の王〉は、Tribunal のみならずElfたちを征服せねばならないという宿命をTiber Septimに思い起こさせた。Arctusは進軍の中止を忠告したけれど、４００年もの戦乱が続いたCyrodiilを再建するための資本金の源泉を痛切に必要としていたので、SeptimはMorrowindの黒檀を何としても手中に収めたかった。〈地底の王〉は彼に言った、Tribunalの死後には、その力を盗んでHigh Elfたちに振るうことが可能であるかも知れないと（確かに、Lorkhanの最古の敵すなわちHigh Elfたちは、Tribunalよりさえも以前の存在である）。Summerset Isle〔の攻略〕は、まるでTiber Septimの念頭には無かった。その時でさえも、Zurin ArctusをAlinor国王の下に派遣して和平を結ぶことを計画していた程である。最終的には、黒檀の必要性が勝った。帝国はMorrowindを侵略して、Tribunalは降伏した。その停戦の条件が、Tribunalに対する不干渉の方針のみならず、〈地底の王〉の目から見て、Tribunal信仰の是認までも含んでいたため、Ysmirは激怒してしまった。彼は完全に帝国を捨て去った。これこそ、〈灰髭たち〉の語った背信であった。あるいは、それであると彼は考えた。
　〈地底の王〉の力なくしては、Tamrielに対する如何なる征服計画も潰えてしまった。「何とかなるだろう」Septimは考えた。「しかし、何よりも、Cyrodiilと人間の国々について心配せねばならない」すでに、Hammerfellでは反乱が起こっていたのだ。
　しかし、Numidium〔巨人兵器〕の材料がポツポツと集まってきていた。いつもDwarfたちに魅了されていたTiber Septimは、この偉大なるアーティファクトをZurin Arctusに研究させていたのだ。その過程でArctusは、Red Mountainでの戦に関する物語を偶然にも知ることになった。Numidiumの製造理由、そして、その秘められた能力の幾らかを彼は発見した。最重要であることは、その戦に於ける〈地底の王〉の立場を知ったことである。しかし、Zurin Arctusは不完全な計画に基づいて働いていた。Numidiumに動力を与えるものとして、Lorkhanの肉体の心臓が必要であると彼は考えていたのだ。
　Zurin Arctusが自身の発見に熱中している一方で、その予言はTiber Septimにとって遂に明らかになった。このNumidiumこそ、世界征服のために必要とされる存在であるのだ。それを所有することは運命であるのだ。彼は〈地底の王〉に接触して言った。「お前は最初から正しかったのだ」彼らはTribunalを殺害せねばならず、そのため協力して計画を立案する必要が在った。〈地底の王〉がSeptimの下を離れている間に、Dagoth-Urという真の危機に彼は気づいた。何らかの手を打たねばならなかった。しかし、彼には軍隊が必要であり、そして、その昔のものが再び指揮下に入ったのである。罠は仕掛けられていた。
　到着した〈地底の王〉は帝国衛兵による奇襲を受けた。〈地底の王〉が衛兵たちと戦っているところに、その彼にZurin Arctusは１個のsoulgemを使ってみせた。〈地底の王〉の最後の一吹きでもって、その彼の心臓は轟々と咆哮を上げて、その戦闘魔術師の胸には１個の穴が開いてしまった。結局のところ、誰も生き残る者は無かった。〈地底の王〉は灰に戻ってしまって、その場をTiber Septim は〔〈地底の王〉の魂が封印された〕soulgemを求めて彷徨った。Elder Councilの評議員たちが駆けつけると、これは自分の人生に於ける２度目の暗殺未遂であり、今回は、信頼を置いていた戦闘魔術師Zurin Arctusがクーデターを試みたものであると彼らに話して聞かせた。そして、死んでしまった衛兵たちのみならず、灰へと崩れ去っていった者までも英雄として祝福させたのである。彼は国内の危機についてCyrodiilの人々に警告を発したが、しかし、国外の危機に対する解決策は持っていると述べた。すなわち、Mantellaである。
　そのNumidiumは、神ならざるTiber SeptimとDwemer（結局のところ、〈地底の王〉はLorkhanではなかった）が期待を寄せる一方で、その任務を達成していった。Summerset Isleでの仕事の後に、新たなる脅威――天候を操作する、腐りかけたアン・デッドの魔術師――が姿を現した。その魔術師はNumidiumを吹き飛ばしたのだ。しかし、その最後の瞬間にMantellaが暴れてみせたので、ただの黒い染みを残して、彼は地面の中へと打ち込まれてしまった。そして、Mantellaは海に落ちて、恐らくは永遠に、そのままだろう。
　そうこうする内に、Tiber Septimは自身に冠を与えてTamrielの初代皇帝とした。その史上でも極めて裕福であった男は、１０８の齢を重ねて世を去った。彼の初期統治は、あらゆる観点から書き改められた。それでも、実際に何が起こったのかに関して、幾つかの食い違う報告が寄せられている。そのため、次のような諸問題について混乱が生じているのである。すなわち、「他の情報源によればTalos の出生地はAtmoraであるにも関わらず、どうしてAlcaireであると言われているのか」、「最初の勇猛なる諸征服の後では、どうしてTiber Septimは異なる人物のようであるのか」、「どうしてTiber Septimは部下の戦闘魔術師を裏切ったのか」、「Mantella〔に用いられた心臓〕は、その戦闘魔術師の心臓であるのか、それとも、Tiber Septimの心臓であるのか」などである。
　Tiber Septim〔の帝位〕は、彼の孫であるPelagius Iに継承された。Pelagiusは、彼の祖父と同様の資質を決して具えている訳ではない。実際のところ、彼は全属州に対して少しばかり神経過敏になっている。そこで、助言者が登場することになるのである。
　「私は、あなたの祖父と友人であった者です」〈地底の王〉は言ってみせる。「あなたの帝国運営を手助けするために、彼は私を遣わしたのですよ」
